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楊 十九世紀 モソゴル史における 「回民反乱」

十九世紀 モ ンゴル史におけ る 「回民反乱」

歴史の書き方と 「生き方の歴史」のあいだ

楊 海 英*

       The Hui Rebellion in 19th Century Mongolian History: 
Focusing on the Comparison between the General and Regional History of 

    China Compiled as a State Project and the Mongolian Chronicles

Yang Haiying

本論文は 「歴史」の書き方,「 歴史」の語 り方を分析し,歴 史研究 と人類学

的研究との相互接点を探ろうとするものである。具体的には,19世 紀末に発生

し,中 国北西部 と中央アジアを舞台として展開した回民反乱を分析対象とする。

回民反乱について,現 代中国の通史類は 「少数民族による反清朝闘争」である

と政治的な評価を下し,回 民反乱軍による略奪や虐殺行為に触れていない。一

方,各 地の地方史誌はr通 史が書こうとしなかった回民反乱軍による被害を記

述している。 また,通 史や地方史誌と対照的なのはモンゴルの年代記である。

口頭伝承の要素を大いに帯びている年代記は,モ ソゴル軍の軍功を賞賛するた

めに回民反乱を淡々と描いている。上述の諸史料をさらに回族側の捉え方と比

較すると,ま ったく異なった,鮮 明な 「生き方の歴史」が浮かび上がってくる。

歴史研究における 「外部からの視点」 と 「内なる視点」を検討し,人 類学的な

歴史研究と 「生 き方の歴史」 との共通性を探求することこそ,過 去の出来事を

解明する手がか りとなることを強調しておきたい。

   In this paper, the way in which  "history" is recorded, written or 
narrated is analysed, thereby exploring the interface between the studies 

of history and anthropology. Specifically, the discussion is focused on 

the Hui(M) Rebellion in China, which broke out at the end of the 19th 

century, spreading over a vast area in the north-east of the nation and 

Central Asia. State-sponsored publications of history such as Tongshi

静岡大学人文学部,国 立民族学博物館共同研究員
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